
2021 2022 2021 2022

南千住署 47 83 49 85

荒川署 77 74 84 81

尾久署 72 52 74 58

計 196 209 207 224

死傷者数発生件数

９月21～30日は秋の交通安全週間。町会をはじめみなさんご苦労様でした。

今年１～８月の区内交通事故件数は209件で昨年とほぼ同

様ですが、署別では尾久署管内が72→52件に減少した一方、

南千住署管内では47→83件と約２倍に増加。

国道４号など大通り沿

いでの事故が多く、特に、

４号と千住間道がぶつか

る交差点で４件発生して

います（右図）。

また、ＪＲ隅田川駅周

辺の道路で12件が発生、例年に比べ多くなっているようです。

ララテラスでも２件起きており、通行時には注意したい。

死亡事故は起きていないものの、死傷者

も224名で昨年より増加。年代別では「65歳以上」が３割以上ですが、

「50代」「40代」も多くなっ

ています。また、「小学生以

下」も13名で心配です。

状況別では「自転車乗車中」

が約６割で最多と

なっており、年齢

問わず自転車に乗

る際はやはり気を

付けたい。

９月末には、中央区で電動キックボードで初の死亡事

故が発生。シェアリングサービス「ＬＵＵＰ」が貸し出し

たキックボードで、ヘルメット着用は任意と

なっており、今回は着用していなかったよう。

現在、電動キックボードは国の実証実験中で、都内16区７市で実施。

「ＬＵＵＰ」は今後、荒川区でも実施をする予定です。改めて、区として

安全対策の強化を求めたい。
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ご意見頂きました。

確かに、病院などでは時刻表が掲

示されているのをよく見かけます。

区役所内にもあったら便利ですね。

さっそく担当課に相談してみると、

「現在は１階の総合窓口にさくらバ

スの時刻表を用意

しており、問合せ

があった場合にお

渡ししている」とのこと。私も初めて知りましたが、知

らない方も多いのではないでしょうか。用意があるので

あれば、窓口に「時刻表を配布しています」と大きくお知らせするこ

とが必要です。紙の削減などを考えたら、やはり時刻表自体を掲示す

る方がいいかもしれません。

１階の掲示板は、前にイスがあって休憩する人も多いため、掲示物が見づらい状態な

ので、工夫して区民が少しでも便利になるように、と要望しました。

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は、毎月

第二木曜午後６時からですが、平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ☎３８０７－４１９２

区役所に行く際、バスを利用して

いるのですが、帰る時に時刻表を確認

したくても区役所内にはなく不便だな

あと感じています。病院などでよくあ

るように、どこかに時刻表を掲示して

もらえないでしょうか？

電力・ガス・食料品

の高騰に対する支援と

して国が実施する「住民税非課税世帯への５万円給付」について、荒川区議会でも緊

急に補正予算が提案され、４日の総務企画委員会で可決されました。

対象は、①今年度の住民税が非課税の世帯、②家計急変で同様の事情にあると認め

られる世帯。区は全世帯の約２割にあたる27,500世帯と想定。①の世帯へは、11月前

半に区から通知を送る予定ですが、②の世帯は申請が必要となります。国からの詳し

い通知がまだ届いていないため、詳細はこれからです。

物価高騰の影響は所得にかかわらず全ての人に影響があります。

特に、子どもが複数いる世帯などは食料品の値上げの影響は深刻。

対象とならない子育て世帯へ独自の支援を、と求めました。
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2023年度の保育予定数 と 昨年度の内定者数

　　　　　　　　　    年齢

 保育園名
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

3歳児 4歳児 5歳児

南千住第二 30 24 20

南千住第三 35 30 26

町屋 35 25 26

花の木 35 25 18

尾久 35 23 28

尾久第二 35 28 21

日暮里 35 21 13

東日暮里 35 26 26

汐入こども園
（短・中時間）

10 33 33

認可保育園の来年４月入園の申し込みが始まります。

受付期間は10月27日(木)～11月10日(木)。申込書類は各保育園、区役所２

階保育課、区ホームページ

からダウンロードも可能。

受付は、区役所保育課入園相談係へ郵

送するか、保育課15番窓口に持参。

※心配事や疑問がある方は、入園相談も

実施（平日8:30～17:30、水のみ～19:00）

来年度の保育定員は

まだ未公表ですが、現

在の園児数と定員から

みた保育予定数は表の

とおりです。上段が来年度の保育予定数、

下段が昨年度の内定者数・内定者の最低

指数です。年度末までの入退所で多少の

増減がありますが、ご参考までに。

南千住地域は、保育園２園が今年度いっ

ぱいで閉園、募集は15園。現在も空き枠

があるようで、比較的入りやすい状況が

続いています。みなさんが希望する園に

入れますように。

受付期間は11月７日(月)・８日(火)、14～16時。

申込書類は各園、各ふれあい館、区役所３階教育委員会、

区ホームページからダウンロードも可能。各園に直接、

必要書類をお持ちください。

11月１日(火)から

各園にて受付。黒川幼稚舎（荒川７）は来年度から

認定こども園となるため、３歳児19人を長時間枠で募集します。ワタナベ学園（こども

園）の長時間枠は０～２歳児のみの募集。詳細は区のホームページからご覧ください。

南千住第三、町屋、尾久、東日暮里と汐入こども園の
５園を廃止する計画案が議論されている最中の募集で、
区は「３歳児は７人以下なら募集中止」としています。
昨年度は、南千住第三で３歳児が７人以下となり、区

は「募集中止」としましたが、区民の陳情が区議会で採
択され、募集を継続しました。区の強行を止めたい。



、

９・10日は総合スポーツセンターの無

料開放があります。プールやトレーニン

グルーム、卓球、キッズルームなどが無

料で利用できます。段々と過ごしやすい

気温になる中、体を動かしてみてはいか

がでしょうか。

９日は体力テスト、こども釣り教室な

ども。動きやすい服装、室内履き等お持

ちになって直接会場へ。

ご意見・ご質問頂きました ○「インフルエンザ予防接種の助成制度を求める要望書を添付
させていただきます。子供が3人いるため毎年結構な金額になります。助成制度があれば大変助かり
ます」「…年少扶養控除もなく、児童手当も減額され、金銭面で将来が不安です。現状の子育て支援
ですと所得制限世帯は多子世帯ほど可処分所得の逆転がおき、困窮する仕組みになっていると思い
ます。安心して子育てができるよう区政から働きかけていただけますと幸いです」 …子育て
世帯のみなさんから切実な声と署名が届いています。みなさんの声を大切にがんばります。

物価高騰対策として荒川区が計画しているのは、プレ

ミアム付きお買い物券の発行とキャッシュレス決済のポ

イント還元のみ。お買い物券は11月26日(土)販売開始、

キャッシュレス決済は12月１日～28日の期間で行う予定です。

中央区は65歳以上の区民に１万2000円分の区内

共通買物・食事券を支給。新宿区は非課税世帯に

１人あたり２万円を独自に給付。文京区は子ども１人当たり３万円給

付。墨田区は低所得のひとり親世帯等の子ども１人につき米10キロ（友好都市である

栃木県鹿沼市産のもの）を配布。品川区は子ども１人につき商品券２万円分を配布。

各区で独自に支援を行っており、荒川区でも独自支援策をもとめたい。


